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2成分形 図示 図示 

上記以外のものは表9.7.1による。 

外部に面するｼｰﾘﾝｸﾞ材の接着性試験 (3.7.8) 

簡易接着性試験( ※行う ･行わない )(適用箇所 :              ) 

引張接着性試験( ･行う ※行わない )(適用箇所 :              ) 

注:同材の組合せで実施した試験成績表がある場合は行わない。 

 

１１ とい 材料  ※配管用炭素鋼鋼管(白) (J IS G 3452)  (3.8.2) 

工法  降雨に対する養生( ･行う(図示による)  ･行わない ) (3.8.3) 

      防露巻き      ( ･行う  ･行わない ) (表3.8.4) 

たてどい受金物の取付け（ ※図示による      ・               ） 

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝの取付け（ ※図示による      ・               ） 

防露材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項21揮発性有機化合物対策による。 

 

１２ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製

笠木 

部材の種類 (3.9.2) (表3.9.1) 

種   類 部   材 

･ｵｰﾌﾟﾝ形式 ・押出形 

 

･押出250形  

･押出300形  

･押出350形 

･板材折曲げ形 幅( ･      )  

板厚( ※2.0mm    ・    ｍｍ ) 

・ｼｰﾙ形式 板材折曲げ形 幅( ･      )  

板厚 (※2.0mm    ・    ｍｍ ) 

表面処理  ( ・AB-1種  ・BB-1種  ・         ) (表5.2.2) 

避電導体  (   ･あり  ･なし  (板厚     mm以上)  ) 

･建築基準法に基づく風圧力及び積雪荷重に対応した工法とする 

既存笠木等の撤去及び新規ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木の下地補修工法  (3.9.3) 

( ※図示による   ･      ) 

 

４章  外壁改修工事 
０１ 外壁改修工

法の種類 

･ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁 (4.1.4) 

･ひび割れ改修工法 ･樹脂注入工法 

･Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 

･ｼｰﾙ工法 

･欠損部改修工法 ・充填工法 

 

  

･ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁 

･ひび割れ部改修工

法 

･樹脂注入工法 

･Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法 

･ｼｰﾙ工法 

･欠損部改修工法 ･充填工法 

･ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 

･浮き部改修工法 ･ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法(注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法) 

･充填工法 

･ﾓﾙﾀﾙ塗替え工法 

 

･ﾀｲﾙ張り仕上げ外壁 

･ひび割れ部改修工 

法 

樹脂注入工法 

 

･欠損部改修工法 ･ﾀｲﾙ部分張替え工法 

･ﾀｲﾙ張替え工法 

･浮き部改修工法 ･ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法(注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法) 

･ﾀｲﾙ部分張替え工法 

･ﾀｲﾙ張替え工法 

･目地改修工法 ･目地ひび割れ部改修工法 

･伸縮調整目地改修工法 
 

０２ 工法別使用

材料等 

･樹脂注入工法 (4.2.4)（4.2.5）(4.3.5)（4.3.6）(4.4.5)(4.4.6) 

材料 ｴﾎﾟｷｼ樹脂(J IS A 6024)  

工法  注入間隔 注入量 

※自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ※200～

300mm 

･ 

･手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ･ ･ 

･機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ･ ･ 

確認 ※ｺｱ抜き取りによるひび割れ部の注入状況の確認 

･その他の方法（     ） 

抜き取り箇所数（    １箇所） 

抜き取り部分の補修方法(･無収縮モルタル         ) 

 

･Uｶｯﾄｼｰﾙ充填工法 (4.2.4)（4.2.6）(4.3.5)(4.3.7)  

材料 ･ｼｰﾘﾝｸﾞ( ･1成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系  ･2成分形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ) 

･可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂 

･ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 

工法 ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験 

※同材の組合せで実施した試験成績表がある場合は行わない 

※簡易接着性試験(適用箇所 :              ) 

･引張接着性試験(適用箇所 :              ) 

 

･ｼｰﾙ工法 (4.2.4)（4.2.6）(4.3.5)(4.3.7)  

材料 ･ﾊﾟﾃ状ｴﾎﾟｷｼ樹脂  ･可とう性ｴﾎﾟｷｼ樹脂  

 

･充填工法 (4.2.4)（4.2.8）(4.3.5)(4.3.9) 

材料 ･ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ ･ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 

※ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁の場合はﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ(4.3.7(3))による 

 

･ﾓﾙﾀﾙ塗り替え工法 (4.3.5)(4.3.10)  

材料 ･現場調合材料   ･既調合材料（ ･      ） 

･既製目地材 形状( ※図示による ･        ) 

工法 ﾓﾙﾀﾙ塗厚が25mmを超える場合の処理( ･         ) 

 

･ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法 (4.3.5)(4.3.11～16)（4.4.5）(4.4.9～15) 

材料 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 材質( ※SUS304 4mmφ丸棒全ﾈｼﾞ切り加工 ) 

長さ( ･50 ･70 ･100 ) 

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ 材質( ※SUS304 6mmφ  ) 

長さ( ･       ) 

ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ( ※実績等の資料を提出する ) 

  

工法 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ本数 

(本/㎡) 

注入口箇所数 

(箇所/㎡) 

充填量 

注入量 

(ml) 一般部 指定部 一般部 指定部 

･部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入 ※ 16 ※ 25   ※ 25 

･全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入 ※ 13 ※ 20 ※ 12 ※ 20 ※ 25 

･全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘ

ｰ注入 

※ 13 ※ 20 ※ 1  ※ 20 ※ 50 

･注入口付部分ｴﾎﾟｷｼ 

樹脂注入  

※ 9 ※ 16   ※ 25 

･注入口付全面ｴﾎﾟｷｼ

樹脂注入 

※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 25 

･注入口付全面ﾎﾟﾘﾏｰ

ｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入 

※ 9 ※ 16 ※ 9 ※ 16 ※ 50 

･注入口付ｴﾎﾟｷｼ樹脂

注入ﾀｲﾙ固定工法 

･ ･ ･ ･ ※ 25 

 

･ﾀｲﾙ部分張替え工法 ･ﾀｲﾙ張替え工法 (4.4.5)(4.4.7)(4.4.8)(表4.4.4)  

適用（ ・0.25㎡超え ・下地ﾓﾙﾀﾙ無 ） 

張付け材料の種類 

･ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 

･J IS A 5557による一液反応硬化形変成ｼﾘｺｰﾝ樹脂系 

 

ﾀｲﾙの品質はJIS A 5209によるほか､次による 

形状寸法

(mm) 
吸水率 釉薬 役物  

耐凍害

性 

耐滑り

性 
色 

 ･Ⅰ類 

･Ⅱ類 

･Ⅲ類 

 

 

･施 

･無 

･有 

･無 

･有 

･無 

･0.4 

･ 

 

･標準 

･特注 

参考 吸水率による区分は､Ⅰ類は旧規格の磁器質､Ⅱ類はせっ器質､Ⅲ類は陶器

質にほぼ該当する。 

試験張り ( ･行う  ･行わない  ) (4.4.8)  

見本焼き ( ･行う  ･行わない  ) 

 

壁ﾀｲﾙ張りの工法 (表4.4.5) (表4.4.6) 

外装ﾀｲﾙ ･密着張り  ･改良圧着張り 

･接着剤張り 

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ ･ﾏｽｸ張り  ･ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り 

･接着剤張り 

・下地ﾓﾙﾀﾙの接着力試験 

有機系接着剤による陶磁器質壁ﾀｲﾙ張りにおける目地のｼｰﾘﾝｸﾞ材 

打継ぎ目時､ひび割れ誘発目地( ※ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系  ･          ) 

伸縮調整目地､その他の目地  ( ※変成ｼﾘｺｰﾝ系  ･        ) 

※目地の位置は図示による 

 

･目地改修工法 (4.4.16)  

伸縮調整

目地 

位置 ( ※図示による         ) 

寸法 ( ･                   ) 

 

 

０３ 塗り仕上げ

外壁等の改修 

既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整 (4.5.4)(4.5.5) 

工法 ･ｻﾝﾀﾞｰ工法  ･高圧水洗工法 

･塗膜はく離剤工法  ･水洗い工法 

 

処理範囲 ※既存仕上面全体 

･図示に よる 

下地調整塗材の種類 ※ｾﾒﾝﾄ系下地調整材 

･ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ 

 

 

仕上塗材はJIS A 6909により種類等は以下による (4.5.2)(表4.5.1)(表4.5.2) 

種類 呼び名 仕上の形状 工法 

・複層 

仕上塗材 

・複層塗材 

（ ・E ・RE ・CE） 

・防水形複層塗材 

（ ・E ・RE ・CE） 

・ゆず肌状 

・凸部処理 

・凹凸状 

・吹付 

・ﾛｰﾗｰ塗り 

・その他

の仕上げ

塗材 

・ ・ ・ 

 

複層仕上塗材の耐候性､種類 (4.5.2) 

耐候性 ・耐候形 3 種 ・耐候形 2 種 ・耐候形 1 種 

樹脂 ・ｱｸﾘﾙ系 ・ｼﾘｶ系 ・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系 ・ﾌｯ素系 

外観 ・つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ 

溶媒 ・溶剤系 ・弱溶剤系 ※水系 

機能性 ・透湿性 ・ 

 

防火材料の指定 ( ・あり  ･なし  ・図示による ) 

仕上塗材のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項21揮発性有機化合物対策によ

る。 (4.5.2) 

･外壁用塗膜防水材はJIS A 6021による外壁用ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系とし、種類等は以下による

 (表4.7.1)(4.7.2)(4.7.3) 

仕上げの形状 （ ･凹凸状  ･凸部処理 ･ゆず肌状  ･さざ波状  ) 

仕上げ塗料の耐候性（ ・       ） 

下地挙動緩衝材 ( ･あり  ･なし  ) 

 

０４ ﾏｽﾁｯｸ塗材

塗り 

ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り (4.6.2)  

使用部位 塗り種別 下地調整種別 

ｺﾝｸﾘｰﾄ､押出成型ｾﾒﾝﾄ

板､ﾓﾙﾀﾙ､ALCﾊﾟﾈﾙ面 

･A種 ･B種 ･RA種 ※RB種 ･RC種 

押出成型ｾﾒﾝﾄ板面の下地調整はRB種とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６章  内装改修工事 
０１ 他の部位と

の取り合い等 

(1) 既存間仕切り壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井､壁及び床の改修範囲 

   ※壁厚程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う (6.1.3) 

    ･図示による 

(2) 天井内既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲 

   ※壁面より両側600mm程度とし既存仕上げに準じた仕上げを行う 

    ･図示による 

(3) 天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修 

   ※既存のまま 

･図示による 

 

０２ 既存床の撤

去並びに下地

補修 

既存床仕上材の除去等 (6.2.2) 

(1) ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ等の除去 

浮き部､欠損部の下地ﾓﾙﾀﾙの撤去( ･行う(範囲は図示による) ) 

(2) 合成樹脂塗床材の除去等 ( ･機械的除去工法  ･目荒し工法) 

 

０３ 既存壁の撤

去並びに下地

補修 

間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修( ※ﾓﾙﾀﾙ塗り ･図示による ) (6.3.2) 

新設壁下地( ･軽量鉄骨壁下地  ･木製壁下地) (6.1.4) 

 

０４ 既存天井の

撤去並びに下

地補修 

天井の撤去( ･既存下地材利用  ･下地材を含めて撤去 ) (6.4.2) 

新設天井下地( ･軽量鉄骨天井下地  ･木製天井下地 ) (6.1.4) 

 

０５ 木材 木材の含水率  ( ※A種  ･B種  ) (6.5.2) (表6.5.1) 

間仕切り軸組に用いる木材の種類（        ）                  (6.5.6) 

床組に用いる木材の種類（        ） 

 

０６ 製材 ・下地用製材 

 規格 （ ※JAS1083-5  ・  ） 

 等級 （ ・1級 ※2級 ） 

 含水率     （ ・            ） 

保存処理   （           ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

・造作用製材 

 規格 （ ※JAS 1083-2 ・  ） 

 等級 （ ・上小節 ・小節 ・          ） 

 含水率     （ ・            ） 

保存処理   （           ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

・広葉樹製材 

 規格 （ ※JAS 1083-6  ・  ） 

 樹種 （         ） 

 等級 （ ・特等 ※1等 ・2等 ） 

 含水率      ( ※10%以下   ・     ) 

保存処理   （           ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

 JAS 1083以外の製材を用いる場合の適用は図示による。 

 

０７ 造作用集成

材 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項21揮発性有機化合物対策による。   (6.5.2） 

・造作用集成材 

 規格 （ ※日本農林規格による  ・  ） 

 樹種名 （         ） 

見付け材面      （         ） 

 見付け材面の品質 （ ・特等 ※1等 ・2等 ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

・化粧ばり造作用集成材 

 規格 （ ※日本農林規格による  ・  ） 

 樹種 化粧薄板 （         ）    

  芯材 （         ） 

 化粧薄板の厚さ （         ） 

見付け材面    （         ） 

 見付け材面の品質 （ ・特等 ※1等 ・2等 ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

日本農林規格以外の製材を用いる場合の適用は図示による。 

 

０８ 造作用単板

積層材 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量等は1章 共通事項21揮発性有機化合物対策による。    (6.5.2） 

・造作用単板積層材 

規格 （ ※JAS 0701による  ・    ） 

  表面の品質 

  ・化粧加工有 （ ・天然木化粧加工 ・塗装加工 ） 

  ・化粧加工無 （ ・1等 ・2等 ・3等 ） 

 防虫処理（      ） 

 施工箇所、寸法は図示による。 

JAS 0701以外の製材を用いる場合の適用は図示による。 

訂正前



訂正後
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発寒破砕工場内外装改修工事
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ア ルミ PL-2. 0曲加工 W78 外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 撤去 ア ルミ PL既存のま ま  外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 新設

立面図１ ( 西面)
1/300

押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 新設

押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 新設

打継目地 PU-2　 20×20　 撤去 打継目地 PU-2　 20×20　 新設

凡例 改修前 改修後

既存のま ま

G F

H

西側立面図　 　 1/300

外壁・ 柱型： コ ン ク リ ート 打放し の上、 外壁薄塗材Ｅ

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系
外壁・ 柱型： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ300（ 3ヶ 所）

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ100（ 3ヶ 所） 既存のま ま

外に行う こ と 。

改修対象外範囲

3
,
7
5
0

c fe

da
b

照明器具 既存のま ま

重油口入口（ W900×H850） 周囲シ ーリ ン グ   20×10 撤去 周囲シ ーリ ン グ  MS-2 20×10 新設

a: 600×300、 b: 600×300、 c: 150×450、 d: 1, 000×700
e: 1, 200×1, 800、 f : 900×500

掲示物 d： 樹脂製標識 撤去　 d以外取外し d： 樹脂製標識 1, 000×700　 新設
d以外　 再取付

外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50 横貼 外壁薄塗材Ｅ

出入口の塗装は、 ご み受け 入れ時間（ 月～土 9： 00～16： 00）

既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）
外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50( コ ーナー用 W300) 外壁薄塗材Ｅ
既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有)

既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）

蒸気ダク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ 10×20×1/2 撤去 蒸気ダ ク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ MS-2 10×20×1/2 新設

ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板取外し ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板再取付　 鋼製下地DP塗装新設
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訂正前



訂正後



図 面 番 号制作年月日縮   尺

A

担   当 製   図校    閲

図 面 名

工 事 名
一級建築士事務所　 知事登録  （ 石） 　 第 141 号

一級建築士  登録  第 244242 号  笠  原  成  悟

発寒破砕工場内外装改修工事

1/300

C

立面図２ ( 東面)

東側立面図　 　 1/300

改修対象外範囲

7, 0007, 0007, 5006, 5003, 0006, 0008, 0008, 0008, 0008, 0008, 0007, 0007, 000 7, 000

98, 000

1
3
,
4
0
0

1
3
,
6
0
0

7
,
5
0
0

1
4
,
2
8
0

▽GL

X14 X13 X12 X11 X10 X9 X8 X7 X6 X5 X4 X3 X2 X1a X1

E

H

記号 改修前 改修後

A

B

C

D

F

G

H

E ア ルミ 笠木 既存のま ま

ア ルミ PL-2. 0曲加工 W78 外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 撤去 ア ルミ PL既存のま ま  外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 新設

押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 新設

押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 新設

打継目地 PU-2　 20×20　 撤去 打継目地 PU-2　 20×20　 新設

凡例 改修前 改修後

既存のま ま

外壁・ 柱型： コ ン ク リ ート 打放し の上、 外壁薄塗材Ｅ

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系
外壁・ 柱型： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ300（ 3ヶ 所）

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ100（ 3ヶ 所） 既存のま ま

照明器具 既存のま ま

重油口入口（ W900×H850） 周囲シ ーリ ン グ   20×10 撤去 周囲シ ーリ ン グ  MS-2 20×10 新設

a: 600×300、 b: 600×300、 c: 150×450、 d: 1, 000×700
e: 1, 200×1, 800、 f : 900×500

掲示物 d： 樹脂製標識 撤去　 d以外取外し d： 樹脂製標識 1, 000×700　 新設
d以外　 再取付

外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50 横貼 外壁薄塗材Ｅ
既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）
外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50( コ ーナー用 W300) 外壁薄塗材Ｅ
既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有)

既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）

蒸気ダク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ 10×20×1/2 撤去 蒸気ダ ク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ MS-2 10×20×1/2 新設

ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板取外し ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板再取付　 鋼製下地DP塗装新設
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訂正前



訂正後



Y7

図 面 番 号制作年月日縮   尺

A

担   当 製   図校    閲

図 面 名

工 事 名
一級建築士事務所　 知事登録  （ 石） 　 第 141 号

一級建築士  登録  第 244242 号  笠  原  成  悟

発寒破砕工場内外装改修工事

1/300

Y6Y5aY5Y4aY4Y3aY3Y2Y1

Y1a

5, 0007, 0006, 0009, 0004, 0007, 5005, 5007, 000 8, 0007, 000

66, 000

▽GL

2
7
,
0
0
0

7
,
0
0
0

6
,
5
0
0

3
,
0
0
0

9
,
6
0
0

8
0
0

1
0
0

3
,
6
8
06

8
0

改修対象外範囲
南側立面図　 　 1/300

C

Y8

▽RFL

▽3FL

▽4FL

▽2FL

▽1FL

立面図３

記号 改修前 改修後

A

B

C

D

F

G

H

E ア ルミ 笠木 既存のま ま

ア ルミ PL-2. 0曲加工 W78 外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 撤去 ア ルミ PL既存のま ま  外壁取合シ ーリ ン グ MS-2 15×10 新設

押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 縦目地シ ーリ ン グ  PU-2 15×10 新設

押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 撤去 押出成形板シ ーリ ン グ ： 横目地シ ーリ ン グ  PU-2 10×10 新設

打継目地 PU-2　 20×20　 撤去 打継目地 PU-2　 20×20　 新設

凡例 改修前 改修後

既存のま ま

外壁・ 柱型： コ ン ク リ ート 打放し の上、 外壁薄塗材Ｅ

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

外壁： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ
超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系

超低汚染性シ リ コ ン 樹脂系
外壁・ 柱型： 下地調整の上、 複層仕上塗材Ｒ Ｅ

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ300（ 3ヶ 所）

防風板付ア ルミ 製ガ ラ リ φ100（ 3ヶ 所） 既存のま ま

照明器具 既存のま ま

重油口入口（ W900×H850） 周囲シ ーリ ン グ   20×10 撤去 周囲シ ーリ ン グ  MS-2 20×10 新設

a: 600×300、 b: 600×300、 c: 150×450、 d: 1, 000×700
e: 1, 200×1, 800、 f : 900×500

掲示物 d： 樹脂製標識 撤去　 d以外取外し d： 樹脂製標識 1, 000×700　 新設
d以外　 再取付

外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50 横貼 外壁薄塗材Ｅ
既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）
外壁： 押出成形セ メ ン ト 板ｔ 50( コ ーナー用 W300) 外壁薄塗材Ｅ
既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有)

既存塗膜除去（ 下地調整剤にア ス ベス ト 含有）

蒸気ダク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ 10×20×1/2 撤去 蒸気ダ ク ト フ ード  W1, 600×H400 周囲シ ーリ ン グ MS-2 10×20×1/2 新設

ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板取外し ア ルミ 防風板付ガ ラ リ 　 防風板再取付　 鋼製下地DP塗装新設
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訂正前



訂正後
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